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（５）研究成果の概要 
＊背景および目的、方法と結果について、公開して差し支えない範囲で記載。 

細胞内でのタンパク質恒常性の維持には、タンパク質合成と分解のバランスが重要である。細菌では、

タンパク質分解の大部分をセリンプロテアーゼ 1 種である Clp タンパク質によって担われている。Clp タ

ンパク質は、標的タンパク質を Unfold する ATPase（ClpX または ClpC）と、Unfold されたタンパク質

を分解する ClpP からなる。通常、ClpP は ATPase と複合体を形成して初めて機能する。しかし、一部の

放線菌が産生する環状ペプチドが結合すると、ClpP は ATPase 非依存的にタンパク質を分解するように

なる。本課題では、環状ペプチドによる活性化メカニズムを理解するために、環状ペプチド結合/未結合の

ClpP 構造を明らかにすることを目的としている。 
昨年度は、ClpP の apo 構造と環状ペプチドの 1 種である NSH-18 の結合構造を解明することができ

た。その結果、原子モデル構築に十分な分解能の構造を得ることができた。 
今後は、さらに複数の環状ペプチド構造を明らかにすることで、環状ペプチドによる活性化メカニズム

の詳細を議論したい。 
 
 


